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◇京都府には、大学や世界的な研究機関が数多
く立地しており、こうした研究機関間、異分
野間の更なる交流促進の取組が求められてい
ます。

◇近年、若者の間に内的志向が見られ、国際感
覚やコミュニケーション能力を身につけるた
めの機会を得にくい状況となっています。

○がん治療、食糧・バイオなどの分野で、世界
に貢献する最先端の学術研究を推進します。

○ 若者の海外留学などを促進し、世界を舞台に
グローバルに活動する人材を育成します。

◇伝統産業や農林水産業をはじめ様々な分野で、
専門的な知識や技能を身につけるためのしく
みを更に拡充することが求められています。

◇京都の強みである観光や、映画・映像芸術な
どの新しい分野で、成長をリードしていく専
門的な人材の育成や、人材間の交流ネットワ
ークづくりが求められています。

○伝統産業や農林水産業を支える人材を育成する
ための教育機関の設置や、実践技術の習得支援
の充実、新たな分野の専門人材を育成する人材
バンクの創設を進め、分野ごとの発展を牽引す
る専門人材を育成します。

◇まちづくりをはじめ、地域における様々な住
民活動に参画する人が増えており、そうした
活動を牽引する地域リーダーの更なる育成が
求められています。

◇日本に来る留学生の数が増加傾向にある中、
京都府は、留学生の数で全国の上位にあり、
こうした人材を地域社会の様々な営みに積極
的に参画させるしくみの拡充が求められてい
ます。

○公共人材養成プログラムづくりなどを通じて、
地域に根ざして活動する優れた地域リーダー
を育成します。

○留学生の生活支援や就職支援を拡充するとと
もに、地域活動やボランティアへの参画を促
すなど、多彩な人材を京都のために活用しま
す。
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◇グローバルな気候変動を引き起こす二酸化炭
素をはじめとする温室効果ガスの排出量は、
地球全体で増え続けています。

◇経済発展とともに増加した廃棄物の量は、減
少傾向にはあるものの、依然として高止まり
の状態にあります。

◇化石燃料に多くを依存した多エネルギー・大
量生産・大量消費・大量廃棄型のライフスタ
イルからの転換が求められています。

◇地球環境問題に対応する新しい技術・製品・
サービス等の開発・普及には、なお進展の余
地があります。

○府民のライフスタイルの転換を促すとともに、
環境関連製品等の生活への導入を進め、化石
燃料への依存を極力抑えた持続可能な低炭素
社会をつくります。

○産業廃棄物減量促進の拠点となるセンターの
開設などにより、リユースやリサイクルの資
源循環のしくみを確立し、循環型社会を形成
します。

◇京都府は豊かな自然環境に恵まれていますが、
農山村地域では過疎化・高齢化が進む中、手
入れされず放置される森林が増加しており、
こうした自然環境を保全していく取組の拡充
が求められています。

◇ライフスタイルの欧米化が進む中で、町家暮
らしに代表されるような、四季折々の自然の
変化と調和して暮らしてきた生活文化の価値
を今一度見つめ直し、次世代に継承していく
ことが求められています。

◇子どもの頃から環境について学習・体験でき
る機会を学校や地域の中で拡充していくこと
が求められています。

○地域住民、ＮＰＯ、企業等と連携・協働した取組
を進め、優れたまち並みや景観、自然環境や生活
環境を創出します。

○エコ住宅の建設、きものの着用、地産地消など様
々な生活の取組を総合し、自然環境と調和した暮
らしを推進します。

○環境学習、環境イベント、環境交流などの取組を
積極的に推進し、人々の環境意識を高めます。

◇在来生物の生息地の破壊、外来種の繁殖などに
よる生物多様性への脅威が高まっており、地域
固有の自然や生態系を保全するための取組を、
多様な主体の協働によって進めていくことが求
められています。

○生物多様性地域戦略の策定などにより府民理解を
促すとともに、府民協働で希少野生生物の保全回
復を図るなど、生物多様性を保全します。


